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１． 事業者名及び代表者名
株式会社アイ・ブロード
代表取締役　上柳 正仁

２． 所在地

延床面積
35㎡

74.05㎡

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者：上柳　尚美 TEL：0545-30-6116
事務担当者：丸山　りえこ E-mail：yoshino_r@i-broad.co.jp

４． 事業の概要

人材派遣・業務請負

５． 事業規模
2022年12月31日現在

項　目
売上高

従業員数

６． 事業年度 　毎年　1月1日～12月31日

７． レポートの対象期間及び発行日
環境経営レポートの対象期間（2022年1月1日～2022年12月31日）
環境経営レポートの発行日（2023年 3月 13 日）

８． 対象範囲（認証・登録範囲）

活動：全活動
対象組織：全組織

全社　456,246,062 円
全社　9名

内　　　　　容

備　考
登記上の本社

1.組織の概要

今回の認証対象　静岡県富士市今泉339-1
　静岡県富士市今泉1774-1

所　在　地名　称
本社

今泉事業所
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[環境理念]
　当社は、株式会社アイ・ブロードの社是・社訓、経営理念に基づき、人材派遣・業務請負業として、
　地域の環境活動およびSDGsを自主的・積極的に取り組みます。
  また従業員一丸となって継続的に改善活動に取組んでまいります。

[基本方針]
　当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。

１． 二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量等の削減に努めます。
1）電気、ガソリン等の使用量の削減に努めます。
2）節水活動による水使用量の削減に努めます。

２． 環境関連法規制等の遵守
環境関連法規制を遵守します。

３． 環境経営の継続的改善
環境に配慮した使用量の削減活動を中心に環境経営の継続的改善を行います。

４． 環境コミニュケーションの実施
１）社外に環境活動レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより良いコミニュケーションを
　　　 図っていきます。
２）社内においては、全従業員に環境方針を周知し、全社員参画による取組を目指します。

５． 社会貢献の取り組み
年２回、グループ会社全体で地域の清掃活動を実施します。従業員だけでなくその家族の方や
お取引先の方にも参加していただき、地域の皆さんが気持ちよくこの町で暮らせるよう努めます。

制定年月日 2017年9月1日（初版）
2020年6月1日  (改訂)

株式会社アイ・ブロード
代表取締役　上柳 正仁

2.環境経営方針

株式会社アイ・ブロード　環境方針
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株式会社アイ・ブロード 今泉事業所

＜関係者の権限と役割＞
代表取締役

① 環境経営全般に関する責任と権限
② 環境経営に必要な資源の準備
③ 環境経営システム全体の評価と見直し
④ 環境管理責任者の任命
⑤ 経営の課題とチャンスの明確化

環境管理責任者
① 環境経営システム全般の運用・管理
② 環境目標及び環境活動計画の作成
③ 取組状況の社長への報告
④ 環境活動レポートの作成

ＥＡ２１事務局
① 環境負荷データ等の集計
② 環境目標・環境活動計画の進行管理
③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施
④ 環境管理責任者へ取組状況の報告
⑤ 法規制の遵守状況チェック
⑥ 文書・記録の管理

各部門長
① 部門の環境活動計画の実施
② 部門データの集計
③ 部門の問題点把握と是正対策の実施
④ 部門取組状況の事務局への報告
⑤ 部門の従業員教育

その他の従業員
① 自分の役割を守りエコアクション21活動を推進する

総務部
丸山　りえこ

対象範囲

大石 祥司

営業グループ 総務部

坂間　友美
（部長）

代表取締役

上柳　尚美

上柳　正仁

環境管理責任者
（取締役）

3.実施体制

ＥＡ２１事務局

作成日
作成者 上柳　尚美

2021年1月14日
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１．2022年度運用期間（2022年1月～2022年12月）の環境目標
基準年度
2019年度

基準値 目標削減率 目標値
二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 36,141 -3％ 35,057

電力 kWh 32,815 -3％ 3,183
ガソリン L 8,627 -3％ 8,368
軽油 L
灯油 L

プロパンガス kg
産業廃棄物 t
一般廃棄物 kg 102.6 -2% 101

㎥ 125 現状維持 125
―
回 ― 毎日

＜備考＞
1.「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力(平成27年度)調整後排出係数の「0.491㎏-CO2/kWh」を使用した。
2.上表の斜線は、当社では使用していない項目である。

２．短期・中期の環境目標
環境目標は、2019年度を基準年とした基準年比で示す。

基準年度
2019年度 2023年度 2024年度 2025年度

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 36,141 －3％ -3％ -3％
電力 kWh 32,815 －3％ -3％ -3％

ガソリン L 8,627 －3％ -3％ -3％
軽油 L
灯油 L

プロパンガス kg
産業廃棄物 t
一般廃棄物 kg 102.6 －2％ ー2% ー2％

㎥ 125 現状維持 現状維持 現状維持
―
回 毎日 毎日 毎日

＜備考＞
1.「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力(平成27年度)調整後排出係数の「0.491㎏-CO2/kWh」を使用した。
2.上表の斜線は、当社では使用していない項目である。
3.2019年度を基準とした。

化学物質使用量
水使用量

4.環境経営目標

項目 単位
2022年度

グループでのミーティング
化学物質使用量

水使用量

項目

2022年1月～2022年12月　　

単位 削減率等

内訳

廃棄物排出量

内訳

廃棄物
排出量

グループでのミーティング
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

A

B

A

B

A

B

C

F

G

A

E

F

G

A

A

B

A 上柳

※グリーン購入：環境に配慮した物品等の購入、使用等。

空
調
等

エアコンの設定温度を夏季27℃、冬季20℃に設定

上
柳

空調を必要な区域や時間に限定して使用する

使用していない部屋の空調は停止する

ブラインドの利用等により、熱の出入りを調節する

窓ガラス等の断熱コーティングの実施
（南向き３面）

クールビズ、ウォームビズを実施し、
冷暖房の使用を抑える

5.環境経営計画
（2022年1月～2022年12月）

環境活動項目
責
任
者

スケジュール（実施月）

二
酸
化
炭
素
の
削
減

エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ

不要なアイドリングの禁止

上
柳

急発進・急加速の禁止

不要な荷物を積まない

(予定管理ノートにて個々に検討)

運
転

管
理
等

社用車管理表への記載(走行キロ数、積載物の確認等）　

E
空調フィルターの定期清掃
◆夏前(6月)、冬前(10月)、２回／年

照明器具については、定期的な清掃、交換を行う等、
適正に管理する　　◆１回/年(年末)

B

省資源

D

会議用資料はデータで参照し、出力を控える

上
柳

コピー機は、枚数や拡大・縮小の誤り等のミスコピー
を防止するため、使用前に設定を確認するとともに、
次に使用する人に配慮し、使用後は必ず設定をリセッ
トする

C
印刷物を作成する場合は、その部数が必要最小限の量
となるように考慮し、残部が出ないように配慮する

C
事務室、食堂等の照明は、昼休み、残業時等
不必要な時は消灯する
書庫、倉庫、トイレ等の照明は、普段は消灯し、使用
時のみ点灯する

D

◆月に1回チェックする（月初～中旬）
C

効率的なドライブルートの選定
D

上
柳低冷暖房運転の励行

B
社内LAN、データベース等の利用による文書の電子化に
取り組む

リサイクル
の促進

水使用量の
削減

水もれ点検の実施　◆１回／月チェックする(月初)
上
柳手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行す

る

D

事
務
所

高効率照明の採用（LED灯）

上
柳

コピー機は使用後、省電力モードに切り替える

帰宅時にパソコンの主電源を切り、コンセントを抜く

2S活動の実施

グリーン購入 環境ラベル認定等製品を優先的に購入する

社会貢献 A
年に2回、地域の清掃活動を開催。従業員だけでなくそ
の家族にも参加を促す

上
柳

A
紙、可燃ごみ、ビニール、埋め立て、鉄くず、電池等
について、分別回収ボックスの適正配置等・また分か
りやすい表示により、ごみの分別を徹底する

C
回収した資源ごみがリサイクルされるよう確認する
（委託業者等に対して）

B
コピー機、・リンターのトナーカートリッジの回収
ルートの確立・リサイクルを図る

上
柳
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運用期間（2022年1月～2022年12月）の環境目標の実績　
基準期間
2019年1月

～
2019年12月

基準値 目標
削減率 目標値 実績

削減率 実績値 評価

㎏-CO2 36,141 -3.0% 35,057 65.8% 23,058 ○
kWh 32,815 -3.0% 31,831 59.6% 18,970 ○

L 8,627 -3.0% 8,368 70.7% 5,920 ○
L
L
kg

産業廃棄物 t
一般廃棄物 kg 102.6 -2.0% 100.5 25.4% 25.5 ○

㎥ 125 現状維持 92 ○
―
件 毎日 100% ○

＜備考＞削減比率は、目標値に対する削減量の割合である。

＜評　価＞

次年度及び中期環境経営目標

2019年度 2023年度 2024年度 2025年度
㎏-CO2 36,141 -3％ -3％ -3%
kWh 32,815 -3％ -3％ -3%

L 8,627 -3％ -3％ -3%
L
L
kg

産業廃棄物 t
一般廃棄物 kg 102.6 -2% -2% -2%

㎥ 125 現状維持 現状維持 現状維持
―
件 毎日 毎日 毎日 毎日

※水使用量については使用量が少ない為、現状維持とする。

廃棄物排出量

原因

目標値よりも大幅に削減した。ただ昨今の情勢の影響もあり、前年と比較すると年間使用量は

上手く使い効率的な使用を心掛ける。

項目 単位

運用期間

内訳

電力
ガソリン
軽油

2022年1月 ～ 2022年12月

二酸化炭素排出量

灯油
プロパンガス（LPG）

約33237kWh→18970kWhと約57％減少している一方、年間料金は約341439円→

プロパンガス

水使用量
化学物質使用量
グループミーティング

一般
廃棄 ペーパーレスを進めていることで、紙書類に係る廃棄物も同様に削減できると考えられる。

はグループ会社の合計値から比率で算出している為、削減できた要因は明確にならないが
528527円となり、平均単価が10.3円/kWh→27.9円/kWhまで上昇していた。電力の数値原因

金額面でも無駄な支出を減らすよう、引き続き不要な電気を消灯したり、空調設備や換気を

基本的に事務業務関連の廃棄物しか発生しないため大幅な増減は見込まれないが、

廃棄物排出量

水使用量
化学物質使用量
グループでのミーティング

6.環境経営目標の実績とその評価次年度の環境経営目標

項目 単位 基準年度 削減率等

電力

二酸化炭素排出量

内訳

電力
ガソリン
軽油
灯油
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A ○
B ○

B ○
A ○
B ○
C ○
D ○

F ○
G ○
A ○

E ○
F ○
G ○
A ○

C ○

D ○

A ○
B ○

A ○

B ○

C ○

A 上柳 ○
特に問題なし。今後
も継続。 継続

A 上柳 ○

お客様も交え、スポ
GOMIというスポーツ
とゴミ拾いを掛け合
わせた企画を実施
し。継続している清
掃活動をより広げる
ことが出来た。

継続

＜備考＞

1.取組期間の評価は2022年1月～2022年12月の1年間の実績評価である。

2.評価判定

○（良くできた）・△（まあまあできた）・×（できなかった）・―（実施が見送られた）

コピー機は使用後、省電力モードに切り替える

エアコンの設定温度
は至適温度になるよ
う換気とあわせ適宜
温度調整しながら対
応できている。

高効率照明の採用（LED灯）

継続

空調を必要な区域や時間に限定して使用する

使用していない部屋の空調は停止する

上柳
書庫、倉庫、トイレ等の照明は、普段は消灯し、使用時の
み点灯する

帰宅時にパソコンの主電源を切り、コンセントを抜く

2S活動の実施

照明器具については、定期的な清掃、交換を行う等、適正
に管理する　◆１回/年(年末)

継続
運転

管理等

空調等

エアコンの設定温度を夏季27℃、冬季20℃に設定

上柳

○

A
上柳

社用車管理表への記載(走行キロ数、積載物の確認等）
◆１回／月チェックする（月初～中旬）

E
空調フィルターの定期清掃
◆夏前(6月)、冬前(10月)、２回／年

低冷暖房運転の励行

△

C

○

○

今後の
取組内容

継続

環境活動項目 責任者 評価 コメント

二
酸
化
炭
素
の
削
減

エコ・
ドライ

ブ

不要なアイドリングの禁止

上柳

引き続き、応募者の
面談や取引先等の商
談をオンライン化し
たことで移動費や時
間の削減に繋がっ
た。またドライバー
コンテストに参加す
るなどして社員の運
転に対する意識付け
を行っている

急発進・急加速の禁止

D

B

上柳

○

特に問題なし。今後
も継続。

継続
手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行する

社内LAN、データベース等の利用による文書の電子化に取
り組む

継続コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収ルート
を確立し、リサイクルを図る

回収した資源ごみがリサイクルされるよう確認する
（委託業者等に対して）

派遣期間ごとに発生
する雇用契約書をオ
ンライン化したこと
でコピー用紙の使用
量削減に繋がった。
またそれに伴い郵送
にかかわる資源も削
減することが出来
た。

継続

上柳
特に問題なし。今後
も継続。

会議用資料はデータで参照し、出力を控える

上柳

社会貢献
年に2回、地域の清掃活動を開催。従業員だけでなくその
家族にも参加を促す 　◆２回/年

印刷物を作成する場合は、その部数が必要最小限の量とな
るように考慮し、残部が出ないように配慮する

コピー機は、枚数や拡大・縮小の誤り等のミスコピーを防
止するため、使用前に設定を確認するとともに、次に使用
する人に配慮し、使用後は必ず設定をリセットする

水使用量の削
減

水もれ点検の実施　◆１回／月チェックする(月初)

グリーン購入

リサイクルの
促進

紙、可燃ごみ、ビニール、埋め立て、鉄くず、電池等につ
いて、分別回収ボックスの適正配置等・また分かりやすい
表示により、ごみの分別を徹底する

省資源

環境ラベル認定等製品を優先的に購入する

B

7.環境経営計画に基づき実施した取組内容・取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

事務所

○

○

委員会により社用車
の管理を行ってい
る。またアルコール
チェッカーを導入し
勤務開始前後の確認
をスタートさせた。

C
不要な荷物を積まない
◆１回／月チェックする（月初～中旬）

D
効率的なドライブルートの選定
(予定管理ノートにて個々に検討)

○

クールビズ、ウォームビズを実施し冷暖房の使用を抑える

ブラインドの利用等により、熱の出入りを調節する

窓ガラス等の断熱コーティングの実施（南向き３面）

引き続き、帰宅時に
クリアデスクを徹底
しパソコンの待機電
力の削減に成功して
いる。
また毎月の2Ｓ委員会
による巡回・指摘も
継続しており個々へ
の意識づけの機会も
設けられている。

継続

事務室、食堂等の照明は、昼休み、残業時等不必要な時は
消灯する
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◆地域貢献◆

8.当社の取り組み

～年に2回
清掃活動を実施～

“富士山の見える私たちの町を綺麗にしたい”
という精神で年に2回、地域の清掃活動をして
います。
お客様や社員の家族の協力を得ながら、29回目
を迎えた今年は富士市で初めて【スポGOMI】に
チャレンジしました。
※スポGOMIとは、企業や団体が取り組む従来型
のごみ拾いに「スポーツ」のエッセンスを加え、
今までの社会奉仕活動を「競技」へと変換させ
た日本発祥の全く新しいスポーツです。

時間と活動エリアが制限された中でチーム制で
ごみを拾い、ごみの量と質を競うため、従来の
活動よりもコミュニケーションを多く取ること
ができました。またごみの種類で獲得ポイント
が異なるというゲーム性もあり、どのようなご
みが多いのかにも意識しながら活動出来ました。

来年は記念すべき30回目の開催となりますので、
より多くの皆さんと活動していきたいと考えて

～『チームちょこ美PLUS
プロジェクト会議』参加～

年2回開催の富士山清掃活動が富士市より評価さ
れ、2021年には美化活動を行っている企業・市
民団体・市民で構成する「チームちょこ美PLUS
プロジェクト」の会議へ取り纏めている委員会
メンバーが参加し、その様子がNHKにて放映さ
れました。

また2022年は富士市初のスポGOM大会活動が評
価され、事例発表の依頼を受け、活動の経緯や
メリット・課題・今後の展望を報告しました。
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◆エコドライブ◆

8.当社の取り組み

～社用車への掲示～

各社用車へとエコドライブを
意識づけるためにPOPを掲示。
安全運転にも繋がり、一石二鳥！

不要なアイドリングSTOP

効率的なドライブルートの計画

速度変化の少ないドライブ

地球にやさしい エコドライブ

エンジンOFF

ふんわり

アクセル

最適な

ルート

～車両点検の実施～

月に一回、車両委員会による定期点検を行
い、外観だけでなく不要な荷物を点検した
り、エンジンオイルやランプ等の点検も実
施して社内の環境も整えています。
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◆省電力・省資源◆

8.当社の取り組み

節電モードに切り替えて
消費電力削減！

～複合機への掲示～

消費電力削減の促しや、コピー
料金を掲示することで紙やイン
クの使用量を意識させ、省電
力・省資源を意識づけています。

使わない時は

電気OFF！
温度を1℃変えるだけで

10％の節電☺

✤温度設定の確認✤

夏季は27℃

冬季は20℃

快適な温度に設定！

～エアコン・電気スイッチ付近への掲示～

設定温度を掲示したり、また温度の設定
でどのくらい効果があるのかを掲示する
ことで、省エネ行動を喚起しています。

～LED照明の採用～

事務所全体をLED灯にすることで、
高効率を実現しています。
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◆省電力・省資源◆

◆水使用量の削減◆

◆リサイクル促進・CO2削減◆

8.当社の取り組み

～資料のPDF化～

以前は出力して回覧・ファイリングして
いたものをPDFにして回覧・保存する流れ
に変えたり、メールでの資料のやり取り
に変えたりしたことで、資源の削減だけ
ではなく、ファイリングの手間などの人
的経費の削減にも繋げられています。

～水漏れ点検～

点検チェックシートを用いて、
月に一回、水漏れを点検しています。

～適切な分別～

分別回収BOXで、資源ごみ・可燃ご
み・ビニールごみ・埋め立てごみ・
鉄くず類等の仕分けを行っています。
何をどこに捨てるのか、イラストと
文字で明記することで、分別を促進
しています。

～契約書・給与明細のオンライン化～

派遣期間ごとに発生する雇用契約書や、
毎月の給与明細をオンライン化しコ
ピー用紙の使用量削減に繋がりました。
またそれに伴い郵送にかかわる資源も
削減することが出来ました。
その他、届けたい情報をすぐに届けら

11



①富士市のはたらく見本市
小・中学生を中心に対象とした就業体験イベントを毎夏主催。子供達の様々な分野への興味・関心を育てる
お手伝いをしています。

対応するSDGs目標

②経営計画発表会
毎年6月にグループ会社の全社員が一堂に会し、各部門の基本戦略発表・会社からの表彰・
活動実績の報告等を行う事で、チーム内の結束を高め全社一丸で考働しています。

対応するSDGs目標

③健康経営
東名グループでは健康経営を推進しています。静岡県独自の生活習慣改善事業である「ふじ33プログラム」の
実施や体力づくりを兼ねて運動交流大会を開催するなど、社員の健康に寄り添った経営を進めています。
2018年、2020年、2021年はスポーツエールカンパニーとして認定頂いております。
またグループ会社全体で年に1度運動会を行なっています。大人も子どもも一緒になって日頃の運動不足を
解消しながら、楽しいひと時を共有します。

※その他、新型コロナウイルス対策の一環として、
　検温や手洗い・うがいの徹底を推進しています。

対応するSDGs目標

9.SDGsとの関わり（グループでの取り組み）

アイ・ブロードでは、東名グループの会社間での交流の機会を多く設
け、普段の業務だけでは気づけない、
新たな視点を育める様々な取り組みを行っています。

このような様々な取り組みや活動が「SDGｓ(持続可能な開発
目標)」推進につながると考え、課題に積極的に取り組んでいます。

12



④社員総会
グループ会社の㈱アイ・ネクスト、㈱ティーアイビーと3社合同で毎年社員総会を開催し、
目標や具体的行動について共有します。

対応するSDGs目標

⑤社員旅行
グループ会社の㈱アイ・ネクスト、㈱ティーアイビーと3社合同での社員旅行を行い、
会社の垣根を超えて、様々な体験を共有、親睦を深める機会になっています。

対応するSDGs目標

⑥職業講話
富士市内の小中学校から職業講話にお招き頂いています。
「仕事とは何か」を子供たちに伝えることで、 私たち自身が刺激を受ける機会となっています。

対応するSDGs目標

⑦ラジオ体操講習
社員の健康増進を図る為に毎朝ラジオ体操をしたりラジオ体操講習会を受講したりしています。
2018年、2020年、2021年にはスポーツ庁で行われている「スポーツエールカンパニー」にも認定されました。
また2019年には「ラジオ体操の積極的実践を通じて普及発展に貢献した」として、㈱かんぽ生命保険・
日本放送協会・NPO法人全国ラジオ体操連盟 様より表彰していただきました。

対応するSDGs目標

9.SDGsとの関わり（グループでの取り組み）
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⑧1dayセミナー
ハーバリウム作り、パーソナルカラー診断、リラックスヨガ、体質改善セミナー、
企業様向けセミナーなどセミナーを毎月主催しています。
※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、開催を見送っています。

対応するSDGs目標

⑨富士山清掃
「富士山の見える私たちの町をきれいにしよう」というコンセプトで年2回実施しています。
社員だけでなく、家族やお客様にもご参加いただいており、毎回160名程の規模で実施する伝統的な活動です。
2019年6月には富士山クラブより表彰されました。

　　　対応するSDGs目標

9.SDGsとの関わり（グループでの取り組み）
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⑩自己分析セミナー
◆清水エスパルス　スクールコーチ向け

◆市内中学3年生向け

⑪面接力アップ講座
◆市内中学3年生向け

対応するSDGs目標

「自分が知らない自分とは」をテーマに、自己分析を
経て、これから生徒をどう指導していくのかを考える会
となりました。

～参加者の感想～
「視点が変わると見え方が変わる。自分以外の視点
を取り入れる意識と常に自分を知るための行動が大
切だと思いました。」

高校受験直前の学生に向けて、自分を知ることでど
のようなメリットがあるのか、どう面接に活かせられるの
かをワーク型で体験していただきました。また翌月には
面接対策講座を行いました。
今後も地域の子供たちへのキャリア教育を進め、次
世代の人財育成に取り組みます。

9.SDGsとの関わり（グループでの取り組み）

過去の自己分析セミナーを評価していただき、高校
受験直前の学生に向けて「面接力アップ講座」を行
いました。慣れない面接という場で初めは緊張して上
手く伝えたいことが伝えられなかった生徒も、講座終
了後は自信に満ち溢れた様子で、生徒たちが抱いて
いた面接に対する不安を軽減できたと思います。
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地域の「はたらく」を応援する企業として事業に取り組む中で、東名グループとしての活動に
加え、当社の人財サービスを通してもSDGsの推進に貢献できると考えます。

☑貧困をなくそう

当社では人材派遣・人材紹介業を主としている中で、様々なニーズに対応できるよう
努めております。

■派遣元となるお客様視点・・・　“必要な時に必要なスキルを持ったスタッフをご紹介”
→業種や各企業様における繁忙期等の人手不足の時期に、必要とされる人財をご提案
　 することで採用にかかる経費削減になり、また派遣社員として契約して頂くことで採用後も
　 社会保険料のコストをダウンに繋がる。

■派遣社員となるスタッフ視点・・・　”ニーズに合わせたお仕事のご紹介”
→勤務地・勤務時間・勤務内容等、個々のニーズをヒアリングし、希望に近いお仕事を複数
　 ご紹介することで、より個々にあった環境での就業の可能性が上がり、仕事をする機会を
　 設けることができる。

☑質の高い教育をみんなに

スキルアップを図るため資格取得支援等を行っている。ただ就業先が異なるスタッフへの教育
時間の確保は困難なため、就業先の異なる社員含め、自宅学習の「e-ラーニング」を取り
入れている。自分の業務やスキルに合わせた教材を、自分の自由な時間に取り組むことが
でき、通常業務では得られない知識を得る機会を提供している。

また2022年には新たに小学生をターゲットにした「プログラミング事業」を立ち上げた。
プログラミングは小学校で必修科目となり、理科や算数にもプログラミング的思考が加わり
2024年大学入試にはプログラミングが科目に追加される方針が正式に決定された今、
コンピューターに関わる知識だけではなく 他教科にも関係する力を身につけることができる
プログラミング教育を通して教育に貢献していきたいと考えている。

☑働きがいも経済成長も

自分のスキルを必要とされる場所で発揮したり、また多様な職場でキャリアを積むことにより
スタッフの能力向上となり、働きがいに繋がると考えられる。
また2020年4月に改正労働者派遣法が施行され、「同一労働同一賃金」の取り組みが
始まったことにより、より能力に合わせた収入を得られるようになる。

また2022年からはミドル・シニア世代の就業支援事業を改めてスタート。
経験やスキルを活かしてまだまだ活躍したいと考える方のキャリアを応援すべく就職相談や、
キャリアシート作成支援、スキルアップ支援、お仕事を紹介等をしています。
専用サイト： https://bit.ly/3XVsEnT 

9.SDGsとの関わり（人財サービス業として）

16



☑エネルギーをみんなに　そしてクリーンに
☑気候変動に具体的な対策を

外出する機会が多い営業職のある当社では、移動手段として車利用が頻繁にあるが、
2019年より「Web面接」を取り入れ、商談やスタッフとの面談の際に直接車移動して会いに
行くだけでなく、パソコンやタブレット・スマートフォンを使用して画面を通しての商談や面談を
行い始めた。
今後より一層の活用をしていくことによりCO₂排出量の少ない営業活動を目指していく。

9.SDGsとの関わり（人財サービス業として）
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１． 当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日：2023年2月10日　／　評価者：環境管理責任者　上柳 尚美　　　
条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

第6条の2
第6項

一般廃棄物の収集運搬業者への委
託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第
6項

運搬又は処分を委託する場合の処
理基準の遵守 処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の
3第１項 マニフェストの交付 ○
第12条の
3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 ○
第12条の
3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○
第12条の
3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 ○
第12条の
3第8項

管理票写しの送付がない時の適切
な措置の実施

運搬又は処分業者からのD,E票の
期間内返却 ○

家電リサイクル法（特定家庭用機
器再商品化法） 第6条

特定家庭用機器廃棄物の収集・運
搬をする者等への適切な引き渡し、
料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の
支払 ○

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条 使用済自動車の引き取り業者への
引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）

省エネ法（エネルギーの使用の合
理化に関する法律） 第4条 エネルギー使用量の合計が１，５

００Ｌ／年以上の事業者は届出
エネルギー使用量（原油換算地）
の把握 ○

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特
定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以
上)」実施。電動機定格出力に応じ有
資格者による「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回
以上。
③空調機（7.5kW～50kW未満）３
年に１回以上。
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１
年に１回以上。

①企業・法人の管理者が確認
②、③、④有資格者による定期点
検実施

○

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引
渡義務

製品管理者のフロン類回収業者へのフ
ロン類の引き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 ○

リサイクル法（資源の有効な利用
の促進に関する法律） 第4条 指定再資源化製品のリサイクルへの

協力（適正廃棄）
パソコン、小型二次電池等の廃棄
時 ○

グリーン購入法（国等による環境
物品等の調達の推進等に関する
法律）

第5条 事業者の責務（国等の施策への協
力等）

物品の購入、借り受け等する場合
の環境物品等の選択 ○

２． 当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

○

フロン排出抑制法（フロン類の使
用の合理化及び管理の適正化に

関する法律）

10.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

責務
・

努力
法令

法令・条例

義務 法令

廃棄物処理法（廃棄物の処理及
び清掃に関する法律）

自動車リサイクル法（使用済自動
車の再資源化等に関する法律）
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　2022年1月～12月の１年間の取組について、環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画、
　実施体制を含めた実施状況等について評価を行なった。
　

〈代表者からの指示〉
①方針・活動計画・実施体制は継続とする。

2023年 3月13日
株式会社アイ・ブロード
代表取締役　上柳 正仁

11.代表者による全体の評価と見直し・指示

　環境経営方針については問題ないと判断した。
　
　電力やガソリン使用量の減少により二酸化炭素排出量が削減できており、継続的に従業員の環境負荷への意識が高まって
きていると感じる。またオンラインツールを積極的に取り入れていることも大きく貢献できていると考えられる。
　ただ昨今の社会情勢の影響もあり、一般的な事業所において2022年10月の電気代が前年同月比で1.2倍を超えていると
いう報告がある。当社のこの1年間の結果を見ても顕著である。
　電気代高騰の対策として、環境商品の提案販売を行っている当社のグループ企業では、自家消費型の太陽光発電の導入
を勧めており、初期投資なく設置できるPPA（電力購入契約）モデルの提案を行っており、その他のグループ企業では配電盤・
制御盤製造、板金加工、システム開発業務等を行っている。このようなグループ企業がある強みを活かし、自社内の改善はもと
より、グループ全体でより社会に貢献できる提案を今後行っていきたいと考えている。

　また新規事業として、小学生を対象としたプログラミング教室の運営をスタートすることになった。当事業もグループ企業にいるプ
ログラマーと協同したもので、2023年4月開校に向けて準備を進めている。プログラミングが小学校で必修科目となっていることに
加え、理科や算数等のその他の教科にもプログラミング的思考が加わり、2024年大学入試の科目にプログラミングが追加される
方針が正式に決定されている。
　地域貢献・SDGsの観点からも当事業には意義があると考えるため、今後も地域の子供たちへのキャリア教育を進め、次世代
の人財育成に取り組んでいきたい。

　実施体制においては、環境管理責任者を通し、各自の役割、責任及び権限を全従業員に再度周知し、エコアクション２１



12.環境上の緊急対策
防災訓練議事録　　作成日：2022年3月3日（木）　作成者：丸山りえこ

実施日：2022年3月3日
訓練内容：地震発生による火災を想定
・災害発生時の役割の明確化
・通報訓練
・誘導訓練
・消火設備の確認、説明（消火器、火災報知器）
・消火訓練
・安否確認

【評価できる点】
・グループ会社合同で、4拠点同時に実施できた。
・地域の総合防災企業様ご協力のもと、社内に設置している消火設備の確認及び操作説明を
　していただき理解を深めることができた。
・中身を水に代えた消火器での消火訓練を行った。

【改善案】
・各役割の担当者に動きを事前説明していたことで
　スムーズな訓練を実施することができた一方、
　被災した際に担当不在の可能性も多い為
　各役割を誰でも対応ができるように流れを情報共有し
　訓練していく事が必要。

【まとめ】
社内にいくつか消化設備が備え付けられているが、どこにあるのか・どのように操作するのかと
いったことが社員全員には周知できていないことが改めて分かった。特に火災報知器、自動火災報
知設備の役割や操作については馴染みがなく知らない社員が大半だったため、総合防災の企業様に
ご説明いただいてとても貴重な機会となった。
いつ誰が遭遇するか分からない災害に対し 人ひとりが知識を持 ていることが大切である
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12.環境上の緊急対策

防災訓練議事録　　作成日：2022年9月1日（木）　作成者：丸山りえこ

実施日：2022年9月1日
訓練内容：地震発生による火災を想定
・災害発生時の役割の共有
・通報訓練
・誘導訓練
・安否確認

【評価できる点】
・富士市総合防災訓練と合わせたスケジュールにし、同報無線に合わせた訓練を初めて実施した。
・いつもは事前に決められた役割の担当者が、それぞれ準備して訓練することでスムーズな流れで
　訓練を行ってきた。ただ実際被災した場合に担当者不在の可能性もあるため、イレギュらーに対
　応できる体制づくりのため、固定の担当者から入れ替えて実施できた。
・システムを導入して行っている安否確認だが、回数を重ねるごとに返信スピードと返信率が改善
　されてきている。

【改善案】
・富士市野総合防災訓練に合わせグループ会社合同で4拠点同時に行ったが、場所によっては同報
　無線が聞き取りづらい・聞こえない拠点があり、急遽内線電話のスピーカーでの案内に切り替え
　た。実際の場面でも同報無線が聞こえない可能性があることが判明したので、同報無線以外で
　地域の最新情報を入手する手段を確保しておく必要がある。
・消化班の報告が拠点によってまちまちであったので、報告用マニュアルの作成が必要。

【まとめ】
・拠点責任者の不在時等を想定して、役割の担当者以外が訓練できたことが良かった。口頭説明や
資料で全ての役割を把握することは可能だが、被災した際に担当者がいなくてもより冷静に避難で
きるようにするためには、実際に訓練して動いてみることが大切であると再認識した。今後もイレ
ギュラーな対応ができる体制づくりを進めていきたい。
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